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福岡市保健福祉総合計画について

福岡市保健福祉総合計画とは？

健康福祉のまちづくりを進めよう

詳しくは5～14ページへ

詳しくは2～4ページへ
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1
●計画の趣旨

福岡市保健福祉総合計画について

2040年にもたらされる状況

少子高齢化の進展1

2 社会環境の変化
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高齢者数の推移 要介護認定者数、認知症の人の推移

1.6倍 2.0倍
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11倍312
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出典：「国勢調査（平成27年度）」（総務省）、「福岡市の将来人口推計（平成24年3月）」（福岡市）

資料：福岡市（注）千人未満を四捨五入しているため、必ずしも合計値は一致しない。

2



●基本理念・2040年のあるべき姿について

基 本 理 念

地域共生社会の実現

2040年のあるべき姿

いつまでも健康で生きがいを持ちながら活躍できる社会

様々な主体が共に関わり合い、地域課題の解決に向け、力を発揮できる社会

福祉におけるアジアのモデルとなる社会

1

2

3

すべての人の生活の基盤としての地域

すべての社会・経済活動の基盤としての地域

支え・支えられる関係の循環
～誰もが役割と生きがいを持つ社会の醸成～

地域における人と資源の循環
～地域社会の持続的発展の実現～

農林 環境 産業 交通

・生きがいづくり
・安心感ある暮らし
・健康づくり、介護予防
・ワークライフバランス

・就労や社会参加の場や
　機会の提供
・多様な主体による、
　暮らしへの支援への参画

・居場所づくり
・社会とのつながり
・多様性を尊重し
　包摂する地域文化

・社会経済の担い手輩出
・地域資源の有効活用、
　雇用創出等による
　経済価値の創出

出典：「第 1回 地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会（厚生労働省）」資料より抜粋
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2040年のあるべき姿に向けた基本的方針2
●支え合う福祉の充実

「支え合う福祉」とは？

ひとづくり
誰もが意欲や能力に応じて

活躍し支え合える
ひとづくりを進める

しくみづくり
支援が必要になっても
地域で支え合いながら

暮らし続けることができる
仕組みをつくる

ユニバーサルデザイン
の視点に立った誰もが
支え合いながら
暮らすことができる
まちづくりを進める

まちづくり

支え合う
福 祉

健康づくりや社会参加活動などの支援
支え合う意識の醸成
専門職の人材確保、育成
支援を行う人材を社会全体で支援

ハード・ソフト両面からのバリアフリー化の推進
支援を要する人の状況に応じた居住の安定確保
暮らしの中で自然と健康になるまちづくり

相談体制の充実や関係機関との連携
地域の助け合い・支え合い活動の推進
最新技術や専門職など、あらゆる社会資源の活用
福祉人材が還流する仕組みづくり
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各分野での取組みについて3

(１-１) 超高齢社会に対応する健康づくりの推進

(１-２) 生活習慣病対策の推進

(１-３) 女性の健康づくりの推進

(１-４) 次世代の健康づくりの推進

(１-５) こころの健康づくりの推進（精神保健対策の推進）

(１-６) 地域や職場などでの健康づくりの推進

(１-７) 健康づくり支援の仕組みと環境づくり

(２-１) 在宅医療・介護連携の推進

(２-２) 救急医療体制・災害時の保健医療体制の充実

(２-３) 難病対策の推進

(２-４) がん対策の推進

(２-５) 市立病院等の充実

(２-６) 医療安全等対策の推進

(２-７) 外国人にもやさしい保健医療環境の推進

(３-１) 感染症対策の推進

(３-２) 薬物乱用及び薬物依存症の対策の推進

(３-３) 食品衛生の推進

(３-４) 環境衛生の推進

(３-５) 動物の愛護・適正飼育の推進

基本目標
健康・医療分野

施    策

❶ 健康づくりの推進

❷ 医療環境の整備

❸ 健康で安全な暮らしの確保

❶ 地域福祉活動推進のための
 基盤づくり

(１-１)地域福祉活動を推進する団体への支援と連携

(１-２)共生の意識の醸成

(１-３)ユニバーサルデザインの理念による地域づくり

(２-１)絆づくりの推進

(２-２)校区・地区における主体的な福祉のまちづくりへの支援

(２-３)見守りと支え合い活動の推進

(２-４)見守りと災害時の助け合いの連携

(２-５)地域と連携した様々な分野の課題解決の取組み

(３-１)地域で活躍できる人づくり・福祉教育

(３-２)地域活動の促進に向けた環境整備

(４-１)社会福祉法人・ＮＰＯ・企業等への支援と連携

(４-２)ＩＣＴ（情報通信技術）等の先進技術の利活用

(５-１)地域との連携による課題把握の仕組みづくり

(５-２)権利擁護の体制充実とサービスの利用支援

(５-３)生活困窮者への相談支援体制の充実

(５-４)複合的な課題解決に向けた連携強化

基本目標
地域分野

施    策

❷ 身近な地域における
 絆づくり・支え合い
 活動の推進

❸ 人づくりと拠点づくり

❹ 多様な主体との連携・
 共働による地域づくり

❺ 包括的な相談支援
  ネットワークの充実
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基本目標
高齢者分野

施    策
(１-１) 地域包括支援センター（いきいきセンターふくおか）と各種相談機能の充実

(１-２) 地域ケア会議の推進

(１-３) ＩＣＴ（情報通信技術）やロボット等の利活用

(２-１) 住まいの確保と住環境の整備

(２-２) 日常生活の支援等

(２-３) 支え合う環境づくりと福祉・介護人材の確保

(２-４) 災害対策の推進

(３-１) 社会参加の促進

(３-２) 就業の支援

(３-３) 介護予防の推進

(３-４) 活動の場づくり

(４-１) 持続可能な介護保険制度の運営

(４-２) 介護サービス基盤の整備

(４-３) 介護サービスの質の向上

(４-４) 生活支援サービスの提供

(５-１) 認知症に関する理解促進

(５-２) 適切な医療・介護サービスの提供と予防の推進

(５-３) 認知症の人や家族への支援の充実

(５-４) 認知症とともに生きる施策の推進

❶ 地域包括ケアの推進

❷ 安心して暮らせる基盤づくり

❸ いつまでもいきいきと
 活躍できる環境づくり

❹ 要支援・要介護高齢者等への
 支援体制の充実

❺ 認知症フレンドリーな
 まちづくりの推進

基本目標
障がい者分野

施    策
(１-１) 住み慣れた地域で生活を続けられる体制づくり

(１-２) 良質な福祉サービスの推進と福祉を支える人づくり

(１-３) 日常生活の支援による自立促進

(１-４) 重度障がい・発達障がい・難病等に関する施策の推進

(１-５) 家族支援に関する施策の推進

(１-６) 災害対策の推進

(２-１) 障がい理解・差別解消の推進

(２-２) 権利擁護・虐待防止の推進

(２-３) ユニバーサルデザインの理念に基づくまちづくり・情報提供の推進

(３-１) 就労支援

(３-２) スポーツ・レクリエーション・文化芸術活動の推進

(３-３) 移動・外出の支援

(４-１) 早期発見・早期支援

(４-２) 療育・支援体制の充実強化

(４-３) 発達障がい児への支援

(４-４) 特別支援教育の推進

❶ 安心して地域で暮らせる
 基盤づくり

❷ 多様性を認め合い、
 大切にし合うまちづくり

❸ 誰もがいきいきと
 暮らせる環境づくり

❹ 子どもの健やかな成長
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●地域分野

基 本 理 念

基本目標 地域福祉活動推進のための基盤づくり

共生の意識の醸成

1

基本目標 身近な地域における絆づくり・支え合い活動の推進2

基本目標 人づくりと拠点づくり3

主な
取組み

主な
取組み

見守りと支え合い活動の推進

主な
取組み

地域活動の促進に向けた環境整備
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基本目標 多様な主体との連携・共働による地域づくり

社会福祉法人・NPO・企業等への支援と連携

4

基本目標 包括的な相談支援ネットワークの充実5

主な
取組み

主な
取組み

権利擁護の体制充実とサービスの利用支援

複合的な課題解決に向けた連携強化
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●健康・医療分野

基 本 理 念

基本目標 健康づくりの推進

生活習慣病対策の推進

健康づくり支援の仕組みと環境づくり

1

主な
取組み
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基本目標 健康で安全な暮らしの確保3

感染症対策の推進

主な
取組み

主な
取組み

在宅医療・介護連携の推進

救急医療体制・災害時の保健医療体制の充実

2基本目標 医療環境の整備

2025年における在宅医療を必要とする患者数（推計）

25,000
(人/日)

20,000

15,000

10,000

5,000

2013年（平成25年）注）１ 注）2
0

約2.5倍8,724

2025年（令和7年）

21,679

出典：平成28年度福岡県地域医療構想資料「回復期、慢性及び在宅医療等の医療需要」（福岡県）
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●高齢者分野

基 本 理 念

基本目標 地域包括ケアの推進

地域包括支援センター（いきいきセンターふくおか）と各種相談機能の充実

1

基本目標 安心して暮らせる基盤づくり2

主な
取組み

支え合う環境づくりと福祉・介護人材の確保
主な
取組み

基本目標 いつまでもいきいきと活躍できる環境づくり3

社会参加の促進、就業の支援

主な
取組み
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介護サービス基盤の整備

基本目標 要支援・要介護高齢者等への支援体制の充実4

基本目標 認知症フレンドリーなまちづくりの推進5

主な
取組み

認知症に関する理解促進

主な
取組み
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●障がい者分野

基 本 理 念

基本目標 安心して地域で暮らせる基盤づくり

住み慣れた地域で生活を続けられる体制づくり

1

主な
取組み

地域生活支援拠点等
相  談

専門性

体験の機会

緊急時受入れ

地域の
体制づくり

障がい者基幹相談
支援センター

障がい者基幹相談
支援センター

グループホームなどグループホームなど

短期入所短期入所
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主な
取組み

基本目標 誰もがいきいきと暮らせる環境づくり3

基本目標 多様性を認め合い、大切にし合うまちづくり2

就労支援

基本目標 子どもの健やかな成長4

発達障がい児への支援
主な
取組み

主な
取組み

障がい理解・差別解消の推進、権利擁護・虐待防止の推進
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